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1. 事業展開の成果 
黒磯処理区は、昭和 55 年度に供用開始して、現在約 30 年が経過しました。下水道の

整備による効果を以下に示します。 

1.1 水質改善効果 
黒磯地区、西那須野地区における下水道普及率及び河川、水路の水質経年変化をグラ

フ化したものを示します。 
下水道普及率の伸びに合わせ、BOD の値が下がっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1黒磯地区水質改善効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2西那須野地区水質改善効果 
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1.2 水害防除効果 
アメダス黒磯観測点における年次別降水量、降雨強度毎降雨回数及び浸水被害戸数 
は以下のとおりです。（浸水被害が多く発生した平成 10 年結果を含む過去 11 年デー

タを整理しました。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3アメダス黒磯観測点年間降水量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4アメダス黒磯降雨強度毎回数 

表 1年度別浸水実績 

年度 床上(棟） 床下（棟） 道路冠水（箇所）

H10 113 791 49

H11 0 1 1

H12 0 1 1

H13 0 1 1

H14 0 1 1

H15 0 1 1

H16 2 1 1

H17 1 9 5

H18 0 0 0

H19 0 0 0

H20 0 0 0
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アメダス黒磯観測点年間降水量

過去 11 年平均 
1,686 ㎜/年

ほぼ毎年 1 回時間降

雨量が 50 ㎜/h を越

える日が観測されて

います。 

アメダス黒磯
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最大時間降雨量30～50mmの降雨 最大時間降雨量50mmを超える降雨

平成 10 年 8 月 27 日

の「那須水害」では、

余笹川の氾濫によっ

て113戸の床上、791
戸の床下浸水が発生

しました。（総降雨

量 689 ㎜、時間最大

84 ㎜/h） 
水害当時は、雨水整

備は未整備でした。

平成 20 年度末で

は、404ha の整備が

進み 50 ㎜/h を越え

る降雨が発生してい

ますが、顕著な浸水

被害は発生していま

せん。 
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1.3 生活環境改善効果 

1.3.1 水洗化人口 
合併後 5 ヵ年の水洗化人口は、微小であるが増加傾向を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5水洗化人口 
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1.3.2 市民アンケート調査 

(1)平成 17 年 9 月那須塩原市総合計画策定に関する市民アンケート調査結果 

1)概要 
平成 17 年 9 月那須塩原市総合計画策定に関する市民アンケート調査結果報告書より、

下水道及び雨水に関する結果は以下のとおりです。 
回答数：4,216 通（配布数 10,000 通） 
 
 
 
 
 

2)設問及び解答 

 

 

「満足度」 
満足している・やや満足している割合 雨水排水対策の充実＝13％ 

下水道の充実＝22.9％ 

「重要度」 
重要である・やや重要である割合 雨水排水対策の充実＝76％ 

下水道の充実＝77.2％ 

(4)



 

 

3)アンケート結果のまとめ 
満足度および重要度の高、低を分類すると以下 4 領域に区分されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6満足度・重要度の関係 

 
アンケートでは、本市の 50 の施策についてとりまとめてあり、領域毎の主要な施策は

以下のとおりです。 

表 2領域毎の主な施策 

領域名 領域の属性 主な施策 
領域 A 満足度が高

く、重要度が低

い。 

スポーツの振興、区画整理の推進、観光業の振興 

領域 B 満足度、重要度

ともに低い。 
都市景観の整備、駅周辺の整備、中心市街地の活性化 

領域 C 満足度、重要度

ともに高い。 
水道水の安定供給、消防・防災対策の充実、自然環境・景

観の保全 
領域 D 満足度が低

く、重要度が高

い。 

下水道の充実、雨水排水対策の充実、道路の整備 

 
下水道（汚水）及び、雨水排水対策は領域 D に属し最優先で改善すべき事業と位置づ

けられています。 
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少ないことが要因

なのか、又は事業
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検討を要する項目

市民が概ね満足し

ているものの、引き

続き重点的に維持

すべき領域 

4 つの領域のなか

で最優先で改善を

要すべき領域 

現在の水準を 
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(2)平成 20 年 3 月那須塩原市環境基本計画策定に関する市民アンケート調査結果 

1)概要 
平成 19 年 2 月～3 月に市民アンケート調査を行いました。結果は以下のとおりです。 
回答数：770 通（配布数 2,000 通） 
 
 
 

2)アンケート結果 
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2. 下水道中期ビジョンの策定例 

 
下水道中期ビジョンの策定例を次に示します。 
 
 
出典：国土交通省ホームページ 
 京都市の例 

(8)



 

 

 ５

 

★市民に衛生的で快適な生活環 ◆計画区域内の下水道普及率 ●下水道整備困難箇所の早期解消等 ■拡張区域の施設計画の早期策定

　境を提供し，市内河川の水質 　100％を達成する。 ●市街化調整区域での下水道整備等 ■地域毎の特性に応じた段階的施設

　を保全する。 ◆全市の生活排水処理率 　の促進 　整備

　100％達成に貢献する。 ・隣接地への計画区域拡張

・周辺地域における下水道等の整備

●下水道へのすみやかな接続の誘導

★浸水被害を解消し，より安全 ◆常襲的な浸水被害を早期に解消 ●関係部局と連携した総合的な雨水 ■浸水発生地区からの先行的整備

　で安心な都市環境を実現する。 　し，下水道区域全域において 　対策の推進 ■効果的な整備手法の導入

　10年に一度の降雨（62mm/hr） ●地区の特性に応じた整備手法の採 ■土地利用変化に応じた計画的整備

　に対する安全度を確保する。 　用 　の実施

◆将来的には必要に応じてより高 ●関連事業の進捗に合わせた効率的 ■他事業との並行的整備

　い安全度確保をめざす。 　な整備の推進

●雨水流出抑制の推進

●降雨情報・浸水情報の活用

●汚濁対策と並行した整備の推進

★良好な水環境の維持・回復を ◆分流式下水道並みに年間放流負 ●貯留施設の整備と効果的な運用 ■雨水整備計画，処理場整備計画と

　図り，下流水域への汚濁負荷 　荷量を削減する。 ●輸送系統の改善 　連携した貯留施設等の整備

　を削減する。 ◆水質基準の達成や良好な水環境 ●雨水吐，ポンプ場からの汚濁物流 ■管渠の改築・再構築と一体となっ

　を実現のために必要な水準を追 　出防止 　た整備の推進

　求する。 ●モニタリングの実施 ■きめ細かい改善対策の実施

★良好な水環境と健全な水循環 ◆市内河川や下流水域の水質基準 ●高度処理の導入 ■処理施設の改築・増設にあわせた

　を創造する。 　を安定的に維持達成する。 ・高度処理施設の整備 　高度処理施設の整備

◆下流都市の水道水源を保全する。・既存施設を用いた高度処理運転の ■設備の更新にあわせた高度処理施

◆大阪湾・淀川流域別下水道整備 　実施 　設の整備

　総合計画や水質規制の強化に対 ・新技術の開発，導入 ■より効果的・経済的な技術の開発

　応する。 ●発生源対策 　と導入

●高度処理水の利用

★汚泥処理の効率化と汚泥有効 ◆埋立処分量の削減を図る。 ●下水汚泥の建設資材化の推進と新 ■更新と合わせた効率的な汚泥処理

　利用を進め，安定した処理処 ◆経済的で環境負荷の少ない汚泥 　たな利用技術の開発 　システムへの段階的な移行

　分を実現する。 　処理を実現する。 ●効率的な汚泥処理システムへの移 ■資材化施設の柔軟な整備

　行

★市民・地域の生活を支えるた ◆施設の老朽化による機能の低下 ●機能向上とあわせた計画的な改築 ■施設管理情報システムの充実

　めに，下水道の機能を一日も 　を事前に回避する。 　・再構築の実施 ■計画的な改築・再構築の推進

　休むことなく提供する。 ◆大きな地震動に対しても，基幹 ●施設・設備の耐震性能の向上 ■地震対策の段階的推進

　となる下水道施設の機能を維持 ●ネットワークなど新しい対策の導

　する。 　入

★下水道資源の活用を促進し， ◆下水道事業内部での利用に加え,●処理場やポンプ場を利用したオー ■早期実施可能な手段より積極的に

　環境にやさしいまちづくりに 　市民への利用拡大を図る。 　プンスペースなどの整備 　実施する。

　貢献する。 ●汚泥の利用促進 ・処理場・ポンプ場の緑化

●処理水の利用促進 ・処理場を核とした快適環境づくり

●用途拡大への多様な取り組み ・汚泥の建設資材利用

・処理水の利用促進
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下水道中期ビジョンの策定例(京都市)
　　　　　　出典：国土交通省ホームページ
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下水道中期ビジョンの策定例(京都市)
　　　　　　出典：国土交通省ホームページ
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下水道中期ビジョンの策定例(京都市)
　　　　　　出典：国土交通省ホームページ
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